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公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会 

第 12 回 学自研学生委員会 議事録 

2023 年 3 月 25 日 

文責：神奈川工科大学 内田 

1. 概要  

日 時：2023 年 3 月 25 日（土）10:00~12:00 

場 所：オンライン開催 

参加者：神奈川工科大学    内田, 藤原, 渡邊 

    国士館大学    渡部 

    東京大学     鈴木 

    東京農工大学   吉田 

 都立産業技術高専 塚本 

    日大理工         伊藤, 支 

    ものづくり大学  野原 

        横浜国立大学    小林 

理事        伊藤, 大蘆, 岡部, 佐藤, 鈴木, 馬場, 保田 

OP       中山 

支援委員     山中 

 

 (大学名 50 音順・敬称略) 

 

2. 配布資料 

・第 12 回 学自研学生委員会 事前資料.pdf 

・第 12 回 学自研学生委員会 事前資料.docx 

・2022 年度 3 月 第 12 回学自研委員会 会計資料.pdf 

 

3. 【会計】会計についての報告 

・委員会がオンライン開催で企画も無かったため支出無し 

・2 月までの支出をまとめているため, ３月に行われた四輪研修や国際交流活動での支出を現在まと

めている 

 予算内に収まりそう 

 

＜意見・質問＞ 

・２月までの支出を計上しているということだが, ３月に行われた国際交流活動や四輪研修を計

上しても予算内に収まるということか 

 →予算内に収まるので問題ない 
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4. 【広報】Web の更新状況についての報告 

・学自研委員会の議事録を展開した 

・Facebook は自技会本部が所有しているので, 我々のみで削除するか判断できない 

 当面は Twitter と Instagram を運用していく 

 

＜意見・質問＞ 

  ・Facebook は本部としても削除してほしい 

   削除するかどうかの判断を学自研メンバーで行ってほしい  

    ・Facebook を削除する判断基準として, 投稿が見られているのかをデータとして客観的に判断

すべき 

    ・削除する理由は？ 

     →SNS が勝手にアクセスされて炎上するような事態が起こるのを避けたい, 管理下に置きた  

い 

 

5. 【FM 関東】FM 関東の活動状況についての報告 

・国際交流に参加 

・次期メンバーに引き継ぎ 

・今期の活動報告 

 学自研と協力してイベントを行っていくと言っていたが, 単独で行ってしまっていたので 

 来年度からは企画段階から情報を展開して連携してやっていきたい 

・予算は来年度からは学自研の予算を使っていきたい 

 

＜意見・質問＞ 

  ・今までお金はどうしていたのか 

  →学生フォーミュラ連盟で各大学から集金していた(会費)が, それが余っていたので今期は集

めたお金を予算として使っていた 

   学生フォーミュラ連盟の予算は今期で使い切った, 今後集める予定はない 

 

6. 【国際交流】国際交流についての報告 

  ・国際交流活動を行った 

   自動車技術に関する意見交換 

   日本大学の歴史, 各キャンパスの紹介 

学生フォーミュラ連盟活動紹介 レギュレーションはタイも同じだが, ここ３年活動があまりで

きなかった 

東京大学フォーミュラファクトリー(UTFF)の車両紹介 

いすゞプラザ, 日産グローバル本社ギャラリー見学 
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２日間を通して視野の拡大とコミュニケーションスキルが向上した 

    

＜意見・質問＞ 

 特になし 

 

7. 企画について 

〇4 輪研修 

・３月２日(木)に実施した 

    死角確認, ターゲットブレーキ, 円旋回, 低μ路ブレーキング, コーナリングセオリー, RC F や

スープラ, LC500 の試乗等を行った 

 全員から満足, やや満足という回答が得られた 

 死角確認の重要性から運転意識の変化があった 

・報告書を作成中 

 

＜意見・質問＞ 

・お金を払ってでも参加したい内容だったか 

 →普段できないことを体験できるが, 一回では体験しきれない部分があったのでお金面を気に

しなくてよければまた参加したい, とのこと 

・一般からの問い合わせについての対応を今後の検討課題として報告書に記述してほしい 

 

 

8. 諸連絡 

・次期役員について 

  ・委員長(1)   

   毎月開催される学自研委員会のセッティング, 1 年間に 2 回本部に支部報(活動報告)の提出, 委員

長会議への参加(今年度は 10 月) 

   雑務が入ってくることもある 

  ・副委員長(2) 

   主に委員長の補佐 

  ・書記(2) 

   学自研委員会の議事録作成, 広報への展開 

  ・会計(2) 

   対面での学自研委員会時に交通費をまとめて計上する 

  ・広報(2) 

   ウェブサイトに学自研委員会の議事録, イベントの告知, Twitter, Instagram の更新  

  ・国際交流(2) 

   SAE との関係性の維持, 英語によるコミュニケーション力の向上が目的 

   海外の学生との交流企画の運営(オンラインでの料理教室や交流会等) 
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 ・来季に向けた話し合い 

  来年度からは学事件委員会を対面で行うべきか 

  対面なら時間的に午後からにしたほうが良いのでは 

  →オンライン開催を希望する委員が多いため, ハイブリッド開催の方向 

  

・学自研大会は４月２２日(土)になると思われるが後々確認 

 学自研大会で役職の任命が行われるため, 大会の２時間前に学自研委員会を開催して役職を事前

に決定する流れ 

 

・OneDrive は今後継続して使用していくのか, 別でデータ管理していくのか 

 Google ドライブなら 15GB なので保存できる量は増えるが２段階認証が必要になったりして少し

煩雑 

 管理者を新たに新設すべきでは, 来年度の学自研委員会で決定 

 

以上 


